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HIS導入／更新̶コンサルタントからの病院への注文
［データ］

MRI設置施設名簿［Part1］
血管造影システム設置施設名簿［Part2］

名古屋市立大学病院では、最新型の国産 3テスラMRIを導入し、産学連携による技術革新の可能性を探る。
同MRIの前で、右から芝本雄太放射線科教授、中央放射線部の國友博史技師、川野 誠技師長、森 清孝技師

最新MRI導入を成長の原動力にする
技術的進展、非侵襲性を背景に大きな期待が寄せられるMRI。そのパフォーマンスを病院戦略に反映させ、成長につなげる施設を紹介する
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◉
名
古
屋
市
立
大
学
病
院

―
―
名
古
屋
市
立
大
学
病
院
放
射
線
科
の
特
長
な

ら
び
に
〝
強
み
〞
か
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
科
は
約
60
年
の
伝
統
が
あ
り
ま
す
が
、
長
い

歴
史
の
中
で
、
か
な
り
初
期
よ
り
高
精
度
な
画
像

診
断
に
お
い
て
高
い
信
頼
を
得
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
直
近
十
数
年
に
お
い
て
は
治
療
部
門
が
格
段

の
発
展
を
遂
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
は
診
断
、

治
療
の
両
面
に
お
い
て
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
診
療
が
行
え
る
体
制
で
あ
る
こ
と
が
特
長
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
中
で
も
、
診
断
部
門
に
関
し
て
は
肺
や
腹

部
、
泌
尿
器
な
ど
臓
器
別
に
各
領
域
の
専
門
家
が

揃
っ
て
お
り
、
彼
ら
が
画
像
診
断
を
行
う
こ
と
が

強
み
で
す
。
ま
た
、
治
療
部
門
に
関
し
て
は
高
精

度
放
射
線
治
療
の
比
率
が
非
常
に
高
い
こ
と
も
強

み
と
い
え
ま
す
。
既
に
10
年
前
か
ら
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を

実
施
す
る
な
ど
、
早
期
か
ら
高
精
度
放
射
線
治
療

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
２
０
１
２
年
に
喜

谷
記
念
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
（
東
棟
）
が
オ
ー
プ

ン
し
、
治
療
機
器
を
拡
充
し
た
こ
と
で
高
精
度
放

射
線
治
療
の
提
供
体
制
が
よ
り
進
展
し
、
そ
の
結

果
、
高
精
度
放
射
線
治
療
の
比
率
は
現
在
50
％
を

超
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
放
射
線
科
ス
タ
ッ
フ
は
、
臨
床
研
究
医

と
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ト
を
含
め
総
勢
31
名
で
す
。

そ
の
う
ち
教
官
は
14
名
で
、
画
像
診
断
部
門
は
９

名
、
治
療
部
門
は
５
名
の
教
官
が
常
勤
で
勤
務
し

て
い
ま
す
。

―
―
人
材
育
成
に
も
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
印

象
的
で
す
。

　

最
先
端
の
診
断
・
治
療
装
置
を
揃
え
、
地
域
に

質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
の
は
大
学
病
院
と
し

て
当
然
の
責
務
で
す
が
、
放
射
線
科
医
の
育
成
と

輩
出
に
努
め
る
こ
と
も
当
科
の
使
命
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
も
地
域
の
み
な
ら
ず
、
全
国
展
開
の

観
点
か
ら
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
か
ね
て
か
ら
人
員
交
流
や
医
療
連
携
を

目
的
と
し
た
関
連
施
設
制
度
を
取
り
入
れ
て
お

り
、
当
初
は
名
古
屋
周
辺
の
医
療
機
関
を
対
象
に

放
射
線
科
医
を
派
遣
し
て
い
ま
し
た
。
各
施
設
の

病
院
規
模
に
応
じ
た
放
射
線
科
医
の
人
員
配
置
を

行
い
、
放
射
線
診
療
の
質
向
上
と
装
置
の
運
用
を

支
援
し
た
上
で
、
地
域
の
医
療
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
が
そ
の
主
目
的
で
す
。例
え
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、

名
古
屋
市
立
西
部
医
療
セ
ン
タ
ー
に
は
、
当
科
が

輩
出
し
た
放
射
線
科
医
12
名
が
常
勤
の
形
で
勤
務

し
、
当
科
と
連
携
し
つ
つ
が
ん
治
療
と
画
像
診
断

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
そ
の
連
携
の
環
は
、
北
は
北
海
道
、
南

は
沖
縄
に
ま
で
広
が
り
、
関
東
圏
で
は
東
京
や
神

奈
川
な
ど
に
関
連
施
設
が
で
き
て
き
て
い
ま
す
。

―
―
画
像
診
断
装
置
も
充
実
し
て
い
ま
す
が
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
は
な
ん
と
５
台
体
制
と
贅
沢
で
す
。

　

画
像
診
断
機
器
に
関
し
て
は
、
04
年
の
中
央
診

療
棟
開
設
時
、
１
台
の
Ｃ
Ｔ
を
継
続
し
た
以
外
は

順
次
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
、
04
年
時
、
３
台
体
制
だ
っ
た
の
で

す
が
、
東
棟
の
開
設
時
に
同
棟
に
１・５
テ
ス
ラ

と
３
テ
ス
ラ
を
１
台
ず
つ
増
設
し
、
現
在
は
５
台

体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
増
設
の
理
由
は
、
検
査

予
約
の
待
ち
時
間
の
短
縮
で
す
。
な
お
、
中
央
診

療
棟
に
あ
る
３
台
の
う
ち
、
１
台
は
３
テ
ス
ラ
に

更
新
済
み
で
、続
い
て
14
年
３
月
か
ら
日
立
メ
デ
ィ

コ
製
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
「T

RILLIU
M
 O
V
A
L

」

が
稼
働
し
て
い
ま
す
。
な
お
Ｃ
Ｔ
は
、
す
で
に
ハ

イ
エ
ン
ド
機
器
３
台
に
更
新
済
み
で
す
。

―
―
更
新
２
台
目
の
機
種
と
し
て
、
国
産
の
３
テ

ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
導
入
さ
れ
た
理
由
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

実
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
更
新
は
も
っ
と
前
に
行
う
予

全
て
最
先
端
装

置
に
入
れ
替
え

ま
し
た
。
現
在

は
そ
の
更
新
を

定
だ
っ
た
の
で
す
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
少
し

先
送
り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
折
、

日
立
メ
デ
ィ
コ
が
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
開
発
中
と

い
う
こ
と
を
知
り
、
メ
ー
カ
ー
側
の
要
望
と
も
合

致
し
、
臨
床
用
第
１
号
機
の
納
入
を
前
提
に
開
発

協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

周
知
の
と
お
り
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
つ
い
て
は
海
外

メ
ー
カ
ー
に
勢
い
が
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
拠
点
数
な
ど
も
含
め
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
の
面
で
は
国
産
メ
ー
カ
ー
が
優
位

に
立
つ
の
は
自
明
で
す
。
ゆ
え
に
国
産
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が

性
能
面
で
外
国
製
と
互
角
以
上
に
渡
り
合
え
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
患
者
さ
ん
が
得
る
メ
リ
ッ
ト
は
よ

り
大
き
な
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

当
科
は
幸
い
な
こ
と
に
、
先
般
述
べ
た
よ
う
に

５
台
体
制
と
い
う
非
常
に
恵
ま
れ
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
運

用
環
境
下
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
利
を
生
か
し
、
大

学
病
院
が
担
う
べ
き
役
割
の
１
つ
と
し
て
、
国
産

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
性
能
進
展
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
た
こ

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科 

放
射
線
医
学
分
野 

教
授

芝
本 

雄
太
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

放射線診療の拠点に国産３T MRI導入
大学病院ならではの要件をクリアしつつ
臨床1号機による開発協力で互恵目指す
名古屋市立大学病院放射線科は、その長い歴史と共に確たる実績を誇ってきたことで知られる。
当然のように同科にある機器・システムは、厳しい要求に応えられるものに限られてきた。
そして今春、かねてより話題の日立メディコ製3テスラMRIが稼働し始めた。
注目すべきは、同機は臨床1号機であることと同時に、共同開発体制を敷いたことだ。
実績ある大学病院と国産MRIメーカーがタッグを組んだ時、果たして何が生まれるのか。
同科の主任教授である芝本雄太氏をはじめ、MRIに関わるスタッフに抱負を聞いた。

名古屋市立大学病院
名古屋市立大学病院では、2014 年 3 月より日立メ
ディコ製 3T MRI「TRILLIUM OVAL」が稼働。
同院では、3T MRI 3 台、1.5T MRI 2 台と 5 台の
MRI を有し、年間 1万 7000 人弱の検査を実施して
いる。写真は「TRILLIUM OVAL」と芝本雄太氏

愛知県

芝本雄太（しばもと・ゆうた）氏
1955 年兵庫県生まれ。1980 年京大医卒。80 年から 83 年まで
島根医大医学部附属病院放射線部、87 年から 01 年まで京大放
射線科、胸部疾患研究所、再生医科学研究所を経て、2002 年
より名古屋市立大学医学研究科放射線医学分野教授、現在名古
屋市立大学病院副病院長、総合研修センター長を兼任
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最
先
端
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
多
数
そ
ろ
え
、

患
者
を
待
た
せ
ず
質
の
高
い
検
査
を
提
供

名
古
屋
市
立
大
学
病
院
中
央
放
射
線
部
で
は
、日
立
メ
デ
ィ
コ
初
と
な
る
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
「TRILLIU

M
 O
VAL

」
を
導
入
。

３
月
よ
り
臨
床
稼
働
を
開
始
し
た
。
同
装
置
導
入
の
経
緯
と
有
用
性
に
つ
い
て
、

中
央
放
射
線
部
技
師
長
の
川
野 

誠
氏
ら
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

と
も
あ
り
、「T

RILLIU
M
 O
V
A
L

」
を
導
入
す

る
に
至
っ
た
の
で
す
。

―
―
機
器
の
共
同
開
発
は
、
大
学
病
院
に
ど
の
よ

う
な
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
の
で
し
ょ
う
か
。

　

開
発
を
共
に
す
る
意
義
は
、
も
ち
ろ
ん
病
院
側

に
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
１
つ
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
開
発

に
携
わ
る
こ
と
自
体
が
、
研
究
テ
ー
マ
の
素
材
に

な
り
得
る
こ
と
で
す
。

　

論
文
発
表
は
昨
今
、
大
学
病
院
の
評
価
軸
の
１

つ
と
し
て
非
常
に
重
要
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

共
同
開
発
の
過
程
に
お
い
て
、
医
師
や
診
療
放
射

線
技
師
が
新
し
い
撮
像
法
な
ど
に
積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
け
ば
、
素
晴
ら
し
い
研
究
テ
ー
マ

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
れ
と
付
随
し
て
、
職
員
の
勤
労
満
足
度
の
向

上
と
い
う
効
果
も
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
事
実
、

先
人
の
い
な
い
未
知
の
領
域
に
挑
戦
で
き
る
こ
と

か
ら
、
当
科
全
体
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
目
に
見

え
て
向
上
し
て
い
る
の
は
確
か
で
す
ね
。

―
―
画
像
診
断
に
お
け
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
今
後
の
位
置

づ
け
に
つ
い
て
、
所
感
を
伺
い
ま
す
。

　

か
つ
て
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
は「
呼
吸
性
移
動
に
弱
い
」

な
ど
撮
影
上
の
ウ
イ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
し
た
が
、
技
術
革
新
の
恩
恵
で
そ
れ
ら
の

弱
点
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

Ｃ
Ｔ
と
違
っ
て
医
療
被
ば
く
が
な
い
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
重

要
度
が
よ
り
押
し
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
Ｃ
Ｔ
に
は
Ｃ
Ｔ
の
良
さ
と
価
値
が
あ

り
、
ど
ち
ら
か
が
一
方
的
に
優
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
り
得
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
多
く
の
検
査
部
位
で

Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
第
一
選
択
と
な
る
時
代
に
少
し
ず
つ

移
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ

の
意
味
に
お
い
て
も
、「T

RILLIU
M
 O
V
A
L

」

　

名
古
屋
市
立
大
学
病
院
の
中
央
放
射
線
部
に

は
、
診
療
放
射
線
技
師
43
名
が
所
属
し
て
い
る
。

看
護
師
は
、
救
急
部
に
所
属
す
る
58
名
の
看
護
師

か
ら
常
時
14
名
が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
放
射
線
科

お
よ
び
中
央
放
射
線
部
で
の
検
査
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
。
モ
ダ
リ
テ
ィ
は
、
Ｃ
Ｔ
が
３
台
（
２
管

球
Ｃ
Ｔ
２
台
、
３
２
０
列
Ｃ
Ｔ
１
台
）、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

が
５
台
（
３
Ｔ
３
台
、
１・５
Ｔ
２
台
）、
血
管
撮

影
装
置
が
３
台
（
Ｉ
Ｖ
Ｒ-

Ｃ
Ｔ
含
む
）、
Ｒ
Ｉ

が
２
台
、放
射
線
治
療
装
置
は
リ
ニ
ア
ッ
ク
２
台
、

ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
１
台
、
治
療
用
Ｃ
Ｔ
２
台
、
小
線

源
治
療
装
置
（
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｓ
）
１
台
が
稼
働
中
。
一

般
撮
影
装
置
を
全
て
Ｆ
Ｐ
Ｄ
化
し
て
い
る
な
ど
、

機
器
・
シ
ス
テ
ム
は
、
最
新
、
か
つ
最
先
端
の
も

の
今
後
に
大
い
な
る
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、
放
射
線
科
の
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
は
医
学
部
放
射
線
医
学
教
室
の
教
授
と
し

て
、
医
局
員
に
常
々
「
放
射
線
科
は
人
材
、
装
置
、

研
究
成
果
の
３
項
目
に
焦
点
を
当
て
て
、
全
て
を

発
展
さ
せ
て
い
く
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

人
材
に
つ
い
て
は
毎
年
、
８
名
ほ
ど
の
入
局
者

数
を
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
確
保
で
き
て
い
ま
す
。
ま

た
装
置
に
お
い
て
も
、
先
般
述
べ
た
よ
う
に
画
像

診
断
・
放
射
線
治
療
装
置
と
も
に
、
関
連
施
設
を

含
め
全
国
で
も
屈
指
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
整
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
究
成
果
に
関
し
て
は
、

年
間
30
本
く
ら
い
の
英
語
論
文
が
出
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
僅
か
で
す
が
私
の
思
い
は
叶

う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
放
射
線
科
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
一
層
高

め
る
た
め
に
、
研
究
の
質
を
よ
り
高
め
、
世
界
に

向
け
て
論
文
発
表
と
い
う
形
で
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

検
査
件
数
は
、
平
成
25
年
度
の
統
計
で
Ｃ
Ｔ
は

約
３
万
３
０
０
０
人
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
１
万
７
０
０
０

人
弱
、
Ｒ
Ｉ
は
約
１
５
０
０
人
、
放
射
線
治
療
は

１
万
３
０
０
０
件
を
超
え
、
一
般
撮
影
は
10
万
人

以
上
と
、膨
大
な
件
数
の
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

同
病
院
中
央
放
射
線
部
の
特
徴
に
つ
い
て
、
技

師
長
の
川
野 

誠
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
中
央
放
射
線
部
で
は
、
①
チ
ー
ム
医
療
を
推
進

し
安
全
な
医
療
を
目
指
し
ま
す
、
②
画
像
診
断
検

査
や
放
射
線
治
療
で
待
た
せ
ま
せ
ん
、
③
あ
た
ら

し
い
技
術
や
知
識
の
習
得
に
取
り
組
み
ま
す
、
④

放
射
線
技
師
を
付
け
た
名
乗
り
で
、
円
滑
な
接
遇

を
目
指
し
ま
す
―
と
い
う
４
つ
の
目
標
を
掲
げ
て

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
最
も
重
視
し
て
い
る
の
は
、
①
の

安
全
な
医
療
で
す
。
ア
ク
シ
デ
ン
ト
／
イ
ン
シ
デ

ン
ト
を
減
ら
す
た
め
に
、
現
場
か
ら
の
解
決
策
を

積
極
的
に
実
施
し
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
平
成
25
年
度
に
は
通
常
の

職
制
と
は
異
な
る
ク
リ
ニ
カ
ル
コ
ー
チ
制
を
導
入

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
０
年
７
月
か
ら
当
直
２
名
体
制

を
実
施
し
て
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
の
救
急
で
の
対
応
や
、

救
急
車
搬
送
・
院
内
発
生
の
Ai
に
も
対
応
す
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
高
い
レ
ベ
ル
で
指
導
的
立
場
の
人
材

育
成
を
目
指
す
観
点
か
ら
、
大
学
院
へ
の
進
学
を

「43 名と公立大学の中では診療放射線技師の
数が少なめですが、当直 2名体制を実施して、
当日検査にも対応しています」と話す中央放
射線部技師長の川野　誠氏

【脳動脈瘤画像】上段はMRA、下段はオンコ
ンソールで処理したVolume Rendering 画像

【アルツハイマー病画像】3D GEIR による撮像。左：素画像 1㎜スライス厚、右：
MPR画像（COR）1㎜スライス厚再構成

【脳幹梗塞の画像】DWI 画像 ス
ライス厚 2㎜

【Footコイルを用いた足関節検査の画像】Foot/Ankle 用コイル（8エレメン
ト）を用いて撮像した画像。左：脂肪抑制T2強調画像、右：DWI画像

【関節部位の症例画像】FatSep 水脂肪分離法による画像】左と中の画像は、人工関節、股関節骨頭壊死の症例で、左は
T2強調画像、中はFatSep（水脂肪分離）法によるT2強調画像。右の画像は、FatSep（水脂肪分離）法による膝関節
のT2強調画像

【膀胱内腫瘍画像】左：T2強調画像、右：DWI 画像。

【眼窩検査画像】VRFAタイプの 3Dボリュームデータ計測技術「isoFSE」による撮像。
左：素画像 1㎜スライス厚、中と右：MPR画像（AX、COR）1㎜スライス厚再構成

名
古
屋
市
立
大
学
病
院

中
央
放
射
線
部　

技
師
長

川
野　

誠
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

2012 年 5月「喜谷記念がん治療センター」に設置された放射線
治療装置「トモセラピー」。1日 18名の高精度放射線治療を実施。
同院では、他にリニアック 2台、小線源治療装置（RALS）1台
を保有、年間 1万 3000 件以上の放射線治療を実施している

３テスラＭＲＩ「TRILLIUM OVAL」の臨床画像
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C
o

v
e

rS
t

o
r

y

「T
RILLIU

M
 O
V
A
L

」
で
検
査
を
行
う
森　

清
孝
氏
。
同
装
置
で
は
現
在
、
頭
部
領

域
を
中
心
に
、
１
日
10
件
程
度
の
検
査
を
実
施
。
今
後
は
関
節
な
ど
整
形
領
域
へ
検
査

領
域
を
拡
大
し
て
い
く
予
定

推
奨
し
て
お
り
、
現
在
５
名
が
在
学
中
で
す
。
ま

た
、
各
種
資
格
取
得
も
推
奨
し
て
お
り
、
現
在
医

学
物
理
士
４
名
、
放
射
線
治
療
専
門
技
師
３
名
、

放
射
線
治
療
品
質
管
理
士
２
名
、
上
級
磁
気
共
鳴

専
門
技
術
者
１
名
、磁
気
共
鳴
専
門
技
術
者
３
名
、

放
射
線
取
扱
主
任
者
（
１
種
）
６
名
な
ど
、
多
数

の
取
得
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
」

　

同
院
で
は
、
こ
の
よ
う
な
人
材
育
成
と
並
行
し

て
、
平
成
22
年
度
か
ら
各
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
最
新
機

種
に
更
新
す
る
計
画
を
進
め
て
い
る
。
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
は
言
う
に
及
ば
ず
、
一
般
撮
影
装
置
や
血
管

撮
影
装
置
は
全
て
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
化
。さ
ら
に
、

平
成
24
年
度
に
は
外
来
棟
の
東
側
に
喜
谷
記
念
が

ん
治
療
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
１
階
に
は
が
ん
の
放

射
線
治
療
を
行
う
最
新
の
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
を
設
置

し
、
1
日
18
名
の
高
精
度
放
射
線
治
療
を
実
施
す

る
。
な
お
東
棟
２
階
で
は
極
め
て
高
度
な
が
ん
の

化
学
療
法
に
加
え
緩
和
ケ
ア
も
実
施
し
て
お
り
、

が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
機
能
を

有
す
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

「
設
備
投
資
に
対
し
て
病
院
側
が
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
く
れ
た
の
で
、
か
な
り
レ
ベ
ル
の
高
い
機

器
と
台
数
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
自
負
し

て
い
ま
す
」（
川
野
氏
）

　

名
古
屋
市
立
大
学
病
院
中
央
放
射
線
部
に
お
い

て
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
５
台
と
、
他
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
よ
り

も
多
く
の
装
置
を
保
有
し
て
い
る
。
５
台
体
制
と

な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
川
野
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
話
す
。

「
２
０
１
２
年
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
５
台
体
制
と
な
る
前

は
、
３
台
の
１・５
Ｔ 

Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
検
査
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
２
ヵ
月
以
上
の
予
約
待
ち
が
発

生
す
る
な
ど
、
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
東
棟
の
増

設
に
伴
い
、新
た
に
２
台
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
増
設
さ
れ
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
５
台
体
制
と
な
っ
た
こ
と
で
、
現
状
は
最

長
で
も
２
〜
３
週
間
の
予
約
待
ち
時
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
緊
急
検
査
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
１・５
Ｔ
装
置
は
短
い
時
間
で

検
査
で
き
る
シ
ー
ケ
ン
ス
に
絞
り
、
当
日
の
午
後

２
時
ま
で
の
予
約
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
し

て
い
ま
す
。
当
日
予
約
を
受
け
入
れ
る
医
療
機
関

は
、
大
学
病
院
ク
ラ
ス
で
は
少
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」

　

同
院
で
は
、
２
０
１
４
年
３
月

よ
り
、
日
立
メ
デ
ィ
コ
製
の
最
新

型
Ｍ
Ｒ
Ｉ
「TRILLIUM

 OVA
L

」

の
臨
床
１
号
機
を
導
入
し
、
３
Ｔ 

Ｍ
Ｒ
Ｉ
３
台
体
制
を
実
現
し
た
。

　
「T

RILLIU
M
 O
V
A
L

」

は
、

２
０
１
２
年
４
月
に
発
売
さ
れ
た

１・
５
Ｔ 

Ｍ
Ｒ
Ｉ
「ECH

ELO
N 

O
V
A
L

」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
継
承

し
、
さ
ら
な
る
高
画
質
と
快
適
性

を
追
求
し
た
、
同
社
初
の
３
Ｔ 

Ｍ

Ｒ
Ｉ
で
あ
る
。

　

横
幅
74
㎝
の
楕
円
ボ
ア
を
採
用

し
て
広
く
快
適
な
検
査
空
間
を
実

現
し
た
こ
と
に
加
え
、4ch-4port

独
立
制
御
可
能
な
Ｒ
Ｆ
照
射
コ
イ

ル
を
採
用
し
て
高
画
質
を
実
現
し

て
い
る
。
ま
た
、「ECH

ELO
N 

OVA
L

」
か
ら
採
用
し
て
い
る
ワ
ー

ク
フ
ロ
ー
向
上
の
た
め
の
技
術
Ｗ

Ｉ
Ｔ
（W

orkflow
 Integrated T

echnology

）

を
採
用
す
る
。
同
装
置
導
入
の
経
緯
に
つ
い
て
、

川
野
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
大
型
医
療
機
器
更
新
計
画
で
は
、
中
央
診
療
棟

に
あ
る
２
台
の
１・５
Ｔ 

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
更
新
は
平
成

27
年
度
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
立
メ

デ
ィ
コ
よ
り
臨
床
１
号
機
の
優
先
導
入
の
提
案
を

受
け
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
更
新
を
前
倒
し
し
て
、
更
新
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
”ル
ミ
ナ
リ
ー
サ
イ
ト
“
と
し
て
導
入
検
討
医

療
施
設
の
見
学
受
け
入
れ
や
臨
床
情
報
の
提
供
な

ど
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
試
用
の
た
め
に
ア
ッ

プ
グ
レ
ー
ド
や
最
新
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
早
期
に
導

入
さ
れ
る
な
ど
、
当
院
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
の

あ
る
内
容
で
し
た
ね
」

　

新
し
く
設
置
さ
れ
た
「T

RILLIU
M
 O
V
A
L

」

は
、
３
月
17
日
よ
り
患
者
に
対
す
る
検
査
を
開
始

し
て
い
る
。
中
央
放
射
線
部
の
國
友
博
史
氏
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
導
入
に
あ
た
り
、
と
り
あ
え
ず
更
新
以
前
の
装

置
で
行
っ
て
い
た
頭
部
系
の
検
査
を
全
て
実
施
可

能
に
な
る
よ
う
日
立
メ
デ
ィ
コ
に
調
整
を
依
頼
し

ま
し
た
。
現
在
は
頭
部
領
域
の
検
査
を
中
心
に
、

膝
の
検
査
な
ど
と
合
わ
せ
て
１
日
10
件
程
度
の
検

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
」

　

臨
床
現
場
で
の
使
用
に
つ
い
て
、
國
友
氏
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
横
幅
74
㎝
の
楕
円
ボ
ア
は
、
圧
迫
感
を
与
え
な

い
だ
け
で
な
く
、
当
院
で
も
多
い
整
形
領
域
で
の

多
様
な
検
査
に
期
待
で
き
ま
す
ね
。
こ
れ
ま
で
磁

場
中
心
で
の
撮
像
が
困
難
で
あ
っ
た
上
肢
の
肩
な

ど
の
体
軸
か
ら
外
れ
た
部
位
も
、
最
も
高
画
質
が

得
ら
れ
る
磁
場
中
心
で
の
撮
像
が
可
能
で
す
。

て
い
る
中
央
放
射
線
部
の
森　

清
孝
氏
は

「T
RILLIU

M
 O
V
A
L

」
の
使
い
勝
手
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
話
す
。

「
以
前
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
検
査
を
受
け
て
い
た
患
者
さ

ん
か
ら
は
、
圧
迫
感
が
な
く
な
っ
た
と
好
評
で
す

ね
。
操
作
し
て
い
る
診
療
放
射
線
技
師
の
立
場
か

ら
言
う
と
、
コ
ン
ソ
ー
ル
は
日
本
語
表
示
で
見
や

す
い
で
す
し
、
旧
装
置
で
は
で
き
な
か
っ
た
、
検

査
を
行
い
な
が
ら
次
の
患
者
の
検
査
計
画
を
進
め

る
と
い
う
作
業
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ス
ル
ー

プ
ッ
ト
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
」

　

同
院
で
は
、「TRILLIUM

 OVA
L

」に
つ
い
て
、

日
立
メ
デ
ィ
コ
と
の
開
発
協
力
を
進
め
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

「『TRILLIUM
 OVA

L

』
は
当
院
と
、
当
院
出
身

で
金
沢
大
学
医
薬
保
健
研
究
域
の
宮
地
利
明
教
授

と
開
発
協
力
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
新
し
い
シ
ー
ケ
ン
ス
等
の
開
発
を
進
め
て
い

き
た
い
で
す
ね
」（
川
野
氏
）

　

國
友
氏
は
、「T

RILLIU
M
 O
V
A
L

」
の
今
後

に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
臨
床
１
号
機
な
の
で
、
現
状
は
画
像
を
安
定
的

に
描
出
で
き
る
よ
う
調
整
を
続
け
て
い
ま
す
。
日

立
メ
デ
ィ
コ
か
ら
は
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
担
当

者
を
は
じ
め
、
工
場
の
技
術
者
が
積
極
的
に
来
院

し
、問
題
点
の
解
決
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

国
内
メ
ー
カ
ー
な
の
で
、
レ
ス
ポ
ン
ス
の
速
さ
は

さ
す
が
で
す
ね
。
現
在
は
頭
部
と
整
形
領
域
の
一

部
の
み
で
す
が
、
今
後
は
体
幹
部
な
ど
、
適
用
を

拡
大
し
て
い
き
、
Ｍ
Ｒ
Ｓ
な
ど
も
頭
部
だ
け
で
な

い
別
領
域
で
の
応
用
に
も
取
り
組
み
た
い
で
す

ね
。
こ
の
装
置
を
、
日
立
メ
デ
ィ
コ
と
と
も
に
、

よ
り
良
い
装
置
に
改
良
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

　

川
野
氏
は
、
が
ん
治
療
を
積
極
的
に
推
進
す
る

同
院
な
ら
で
は
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
活
用
を
つ
ぎ
の
よ
う
に

話
し
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
。

「
当
院
に
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
新
し

い
取
り
組
み
と
し
て
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ラ

イ
ク
な
全
身
Ｄ
Ｗ
Ｉ
撮
影
で
が
ん
の
診
断
等
に
役

立
て
ら
れ
た
ら
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

設
置
・
稼
働
か
ら
ま
だ
日
が
浅
い
で
す
が
、
改

善
点
な
ど
に
つ
い
て
は
迅
速
な
対
応
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
我
々
の
役
割
は
、
医
療
現
場
の
要
望
を

メ
ー
カ
ー
に
反
映
し
て
も
ら
い
、
そ
の
新
し
い
技

術
を
い
か
に
患
者
さ
ん
に
還
元
で
き
る
か
だ
と
考

え
て
い
ま
す
」

同院では、MRI 検査に対応した非磁性体による車椅子（写真）やス
トレッチャーを活用して安全に配慮した検査を実施。また、非磁性体
を用いた新型車椅子の開発等も行っている

同院では、平成 23 年度からほとん
どのモダリティが更新され、最新型
の装置を多数保有している。写真は
SPECT-CT「BrightView X with 
CT」と IVR-CT として稼働中の血
管撮影装置「Allura Xper FD 20」
と 16 列自走式 CT「ECLOS」（いず
れも日立メディコ／フィリップス）

「74 ㎝の楕円ボアは天板も広く、上肢の肩な
ど、これまで磁場中心での撮像が困難だった
部位の検査も容易に行うことができます」と
話す中央放射線部の國友博史氏

「圧迫感がなくなったと以前のMRI で検査を
受けていた患者さんからの評価は上々です。
日本語表示もありがたいですね」と話す中央
放射線部の森　清孝氏

名古屋市立大学病院

80年以上の歴史を持つ
名古屋都市圏の中核病院
　1931年に設立され、80年以上の歴
史を有する名古屋市立大学病院は、名
古屋都市圏の中核医療機関である。同
院では、2004年に 17階建ての病棟・
中央診療棟が完成、2007年に外来診
療棟が完成し、21世紀の先端医療を担
う大学病院としてフル稼働している。

病院長：城　卓志
所在地：名古屋市瑞穂区瑞穂町
　　　　字川澄 1番地
病床数：808床
（一般病床 772床、精神病床 36床）
外来患者数：45万 5281 人
　　　　　　（平成 24年度）
入院患者数：24万 1135 人
　　　　　　（平成 24年度）
平均在院日数：14.2 日（平成 24年度）

　

ま
た
、
専
用
コ
イ
ル

を
多
数
有
し
て
お
り
、

膝
や
肩
、
足
に
特
化
し

た
コ
イ
ル
の
開
発
は
国

内
メ
ー
カ
ー
な
ら
で
は

と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

國
友
氏
と
と
も
に
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
担
当
し

３
Ｔ
装
置
３
台
、
１・５
Ｔ
装
置
２
台
で

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
当
日
予
約
に
も
対
応

日
立
メ
デ
ィ
コ
と
の

産
学
連
携
を
通
し
て

国
産
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
新
た
な
可
能
性
を
探
る

高
画
質
と

快
適
性
を
追
求
し
た

最
新
型
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ

●
中
央
放
射
線
部

●
産
学
連
携

●TR
ILLIU

M
 O
VA
L
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